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l tま じめに  大型皇直風洞による人■督看装置が札慢市者少年料戦  (“年′●月醸 予え)
の晨示物の一皮と1マ′そ置さたた. この装置は 壼直上昇か rPに世 歯々曖之番生させ てゐ中て・
雪の縮品t成長させマ人■的|(腎看,|たえとと′)公すことを目的としててヽるP このような咲螺 置|ょ
降雪の人カニズム詫品の生成等の研究に有効であると期待さ来る.本報告では この渋この概要
と,現 Ftまでの時雪実験の結果に,1,マ とべる。
2 人工砕雪装置の様零  本装置の力し朦崎面図tオ 1図に/T.|. 風調都は 内411な′高さ18ヘ
の円筒型て'ぁ る  風洞上部になや思こκ風鴇があり こてで冷却き小k怪気が友っ著(内径o,ハ )
でもらた風祠内1(ヒ尋えt曜雀させる. L尋れの風速はol～ 1欲

^乾
口て。■ヽでスろ  民洞内の米

平脇 布はオ 2図 に/TN t t_様にほぼ―祥て
｀
スっI‐ 。 まt_団内の湿寝は 2,しまでハヤが可能で

ある。 風洞内に人工験 押雲t苓■するために 走嗜表方式のAtomi6eンバ4含設置さ晨t. また
看結品の種ヒたる来品は 別に設置した米晶碁生装置からロブ1内に伏含するモとができる  時日T
うには,滉索た 譜魚晶株取日が敲置きねてムヽゎ 民洞内の時言イズ況の認崇キが可能でぁろ。本実
錬吸置は,自動運転卜ょ|)口出 割腫 とまにさせるてとができる。
3 人ェ鮮看実験  上昇れの中にAゎれ}erがう霧とイ夫

“

導みと,これより上部o民濶内によえ常
的に励 雲が社 する。 この中|て 来昴稚 装置から来晶七民洞内に入凩るとそれらは成長し
雪命品となろ。 風洞内に雪詫晶め男
下洗度にみあうL尋 ,れがあたば ん晶
の希た時調が長くなり より大き

=`も
晶k成長することがて

゛
きる. また

過沿締雲物 16佗和たは米柁和に極め
2辻ぃと考えられる。 この様な週姥
和茶イ+下ひは―F・こ/n3attgp。の成裁
晨バ最大kなるP 従って本装置にお
tす る実鮫もこのカラ資もこでイ子ら,る、る。
あらかしぁ-20.C付しまで力やした
民洞因k過於ャ雪之難士oせ ると′秋
金する夕の,励電が高し)F_め徐 に々満資

蕪鷺iれ:∬聾磋繁さ紫
て実験Z進行中でぁる.
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